




















岩手県遠野市は北上高地の中央に位置し，2011 年 3 月 11 日の東北地方太平洋沖地震の津波によっ
て大きな被害を受けた岩手県三陸沿岸の大槌町・釜石市・大船渡市・陸前高田市・山田町・宮古市





































展示は 3 つのコーナーで構成した。第 1 部は明治三陸地震津波の被害と当時の遠野の様子を写真




明治 29 年（1896）6 月 15 日，岩手県釜石市の東方沖 200km を震源とした地震が起こり，巨大




















































第 214 集  2019 年 3 月
この部分からは，津波被害調査にかける情熱と民間人のフットワークの軽さ，その一方で行政の
「看板」を持つメリットを知った上で行動する冷静なバランス感覚を見てとることができる。





















































































































































ロジェクト」が 2014 年度から始まり，震災で生じた 写真 5　福島からのメッセージ展示
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資料を「震災遺産」と位置付けて研究・収集を行い，展覧会を福島県内で継続的に行っている。





















































































































東京会場では来場者の 65％が都内在住で，60％が男性，年齢階層では 60 代が 20％であるが 30 代
～ 50 代も 16％～ 19％あり，職業別には「会社員公務員自営業」が 46％で最も高く，比べて大学生










遠野会場の場合は男性 54％とやや男性が多いものの男女差は大きくない。年齢別では 19 歳以下










年 10 月 26 日～ 11 月 12 日）や愛知県大府市横根公民館（11 月 15 日～ 12 月 5 日），阪神淡路大震
災記念人と防災未来センター（12 月 11 日～ 2013 年 1 月 27 日）で公開し，被災地へのさらなる支
援を呼びかけた。
静岡県は遠野市に拠点をおいて長期間に渡り震災支援活動にあたった自治体で，その関係で静岡







愛知県大府市は，遠野市と防災協定を結ぶ友好都市である。ここでは 1,055 人の来場者のうち 370
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